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ご　挨　拶
� 学生支援本部長　佐久間淳一

名古屋大学学生支援本部は、学生支援センターを改組し、2021年 4月 1日付で設立さ
れた新組織で、今年度は発足 5年目ということになります。もともと、学生支援センター
自体、2019年 4月に設置されたばかりの組織でしたが、新型コロナウィルス感染症の拡
大が学生の心身の健康に深刻な影響を及ぼす中で、学生支援の重要性、とりわけ一次支援
を強化する必要性があらためて認識されるに至ったことから、学生支援体制の一層の強化
を企図して、更なる改組が行われることとなりました。この間、2020年 4月には東海国
立大学機構が設立されましたが、この改組によって、学生支援における岐阜大学との連携
にも、一層強力な体制で臨めることになります。
国立大学法人法第22条には、国立大学法人の業務として「学生に対し、修学、進路選択

及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと」が二番目にあげられています。本学でも、以前より学生に
対する相談や援助への取組は積極的に行ってきており、学生支援センターの前身に当たる、2001年設立の学生相談
総合センターでは、学生相談部門、メンタルヘルス部門、就職相談部門、障害学生支援室が連携しながら学生対応な
らびに支援に当たってまいりました。しかし、近年は、来談学生が増加するとともに、相談内容も多様化する傾向が
あったこと、また、留学生の増加に伴い、日本人、留学生を問わず、適切な支援を提供する必要性が高まったことな
どから、部門間及び留学生受入部門との連携を強化する必要が認識されるようになり、それを受けて設置されたのが、
学生相談・共修推進室、キャリアサポート室、障害学生支援室の 3つの室から構成される学生支援センターです。学
生支援センターをさらに学生支援本部に改組するに当たり、学生相談・共修推進室は学生相談センターに、キャリア
サポート室はキャリアサポートセンターに、そして、障害学生支援室はアビリティ支援センターに変わりましたが、
「室」から「センター」への名称変更は単なる看板の架け替えではありません。学生支援本部では、各センターがセ
ンター長の指揮の下、より自律的、機動的に現実のニーズに対応することができるようになる一方で、名古屋大学副
総長が兼務する本部長が現場を代表する副本部長と共に 3つのセンターを統括することによって、入学から卒業まで
一貫して学生を支援することが可能となりました。こうして生まれた学生支援体制は、20年来の歩みの一つの到達点
と言うことができます。
しかしながら、学生支援センターが学生支援本部に改組されて、学生支援の強固な足場ができたとはいっても、学
生支援本部だけで、学生が必要とする支援のすべてを行えるわけではありません。学生が所属しているのはそれぞれ
の部局であり、学生の状況を直接知り得るのは部局の教員です。悩みや不安を抱えた学生が直接学生支援本部に相談
に来る場合もあるでしょうし、また、学生支援本部では、相談に来ない学生の中から実際には悩みや不安を抱えてい
る学生を見つけるための取組も行っていますが、部局及び部局の教員の協力なしで、学生の実情を十分に把握し、一
次支援を強化することは困難です。そのため、学生相談センター内に教育連携室を設け、部局との連携強化にも取り
組んでいます。他方、学生が悩みや不安なく勉学や研究に取り組めることは学習や研究の成果につながるわけですか
ら、学生の学びの場としての大学にとって、学生支援の充実は教育の高度化や研究の振興と並ぶ重要課題であること
を、大学としてあらためて認識することも肝要です。
このように、学生支援は、それをもっぱら担当する組織だけが担うのではなく、全学的な方針の下、学生支援組織
と部局が手を携えつつ大学全体で取り組んでいくものでなければなりません。大学には様々な組織がありますが、そ
の中でも重要課題を担う組織は、「本部」なり「機構」なり、それに相応しい名称を持っています。ですから、2021
年度の改組によって、学生支援を担う組織の名称に「本部」が入ったことは、本学における学生支援の充実、強化に
向けた大きな一歩であることは間違いありません。もちろん、時代の流れとともに、必要な学生支援の中身も変わっ
ていきます。また、新型コロナウィルス感染症は、直接的な影響だけでなく、オンラインが当たり前になるなど、学
生を取り巻く環境にも大きな変容をもたらし、大学における学生支援のあり方に大きな課題を突きつけたことも確か
です。
本プロファイルでは、発足 4年目となる2024年度の学生支援本部の活動状況を紹介しています。学生相談センター
では、新規事業として、2023年度より研究室の環境改善や修学困難学生の早期支援に向けた取り組みを行っています。
また、国際共修の推進に向けては、国際本部との兼務と位置付けられていた学生相談センター共修推進部門スタッフ
の所属を学生支援本部に移すとともに、留学生支援におけるセンター間の連携もより強化していくこととなりました。
2024年 4月には改正障害者差別解消法が施行され、障害のある人への合理的配慮が義務化されましたが、アビリティ
支援センターでは、単に障害に配慮するだけでなく、多様な学生が個性を発揮し、生涯にわたるウェルビーイングの
向上につながる支援に取り組んでいます。
学生支援本部では、新型コロナウィルス感染症への対応の経験も踏まえ、今後とも学生支援の一層の充実を図って
まいりますので、関係者の皆様方におかれましては、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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組　織　図

沿　革　

　1956年　　学生部により、週2時間の学生相談が開始される。

　1964年　　学生相談室が設置される（兼任相談員1名）。

　1970年　　学生相談室に助手1名が着任。

　1971年　　保健管理センターが設置され、講師1名（精神科医）が着任。

　1985年　　学生相談室の相談員が2名体制になる。

　1993年　　留学生センター内に指導相談部門が設置される。

　1997年　　学務部厚生課内にて週2回の就職相談が開始される。

　［2000年　　文科省「大学における学生生活の充実方策について  －学生の立場に立った大学づくりを目指して－」報告。 ］

　2001年　　学生相談、メンタルヘルス支援、就職相談を統合し、学生相談総合センターが設置される。

　2004年　　就職支援室が設置される。

　2006年　　工学部7号館に本部2号館プレハブ棟より移転。

　［2007年　　JASSO（学生支援機構）「大学における学生相談体制の充実方策について」報告。 ］

　2010年　　障害学生支援室が設置される（職員1名）。

　［2013年　　障害者差別解消法成立。 ］

　2013年　　障害学生支援室に特任講師1名が着任。

　2013年　　10月、国際教育交流センターアドバイジング部門が設置される。

　2018年　　就職支援室からキャリア支援室に名称変更。

　2019年　　学生相談総合センター（教育研究組織）から学生支援センター（運営支援組織）に改組。

　2020年　　工学部7号館から学生支援棟（旧職員クラブ）へ移転。

　2021年　　4月、学生支援センターから学生支援本部（運営支援組織）に改組。

　2022年　　�4月、国際機構の国際本部への改組により、国際教育交流センターアドバイジング部門は、グローバル・エンゲージ

メントセンター支援チームに名称変更。

東海国立大学機構 機構長

アカデミック・セントラル
（人生構想力教育共創部門） 学生支援連携会議

名古屋大学 岐阜大学

教育推進・学生支援機構

キャリア・学生支援センター
　・ 就職支援
　・ 経済支援
　・ キャンパスライフ支援
　・ キャリア教育
　・ キャリア形成支援
　・ 課外活動支援

保健管理センター
〇学生相談　〇障害学生支援室

総合保健体育科学センター

学生相談センター
　○カウンセリング部門
　　教育連携室
　○メンタルヘルス支援部門
　○共修推進部門

アビリティ支援センター
　○修学支援部門
　○ライフデザイン支援部門

キャリアサポートセンター
　○就職キャリア相談部門
　○就職支援部門
　○博士人材キャリア育成部門
　○国際キャリア支援部門

学生支援本部

連携強化

総　長

学生支援本部長

学　長

教育推進・学生支援機構長

連携・協働
連携・協働



4

センター紹介

Student
Support
Profile



5

共修推進部門
活動概要

一次予防一次予防

二次予防二次予防

三次三次
予防予防

不適応予防と国際共修推進不適応予防と国際共修推進

早期発見・早期支援早期発見・早期支援

個別相談・診察個別相談・診察

支
援
に
寄
与
す
る
研
究
活
動

・心理知識、多文化間適応力・調整力
を養う

・オリエンテーション、教養教育授業、
多文化間ディスカッショングループ、
コーヒーアワー、国際活動サークル・
各国留学生会・レジデントアシスタ 
ントとの連携・研修

・入学前の相談、健康診断、教職員か
らの相談への対応

・受入環境の調整、各部局・事務組織
との調整、現行制度の改善を提言

・問題が顕在化した後の対応（緊急時
対応含む）

・精神科診察、心理カウンセリング、
学内外の機関との連携

・問題の原因を分析し、一次予防体制
の改善につなげる

カウンセリング部門
Counseling Division

01 学生相談センター Student Counseling Center

・�カウンセリング部門は、臨床心理士等による学業・進
路・対人関係といった学生生活上の悩みや課題につい
て援助・助言を行います。
・�全学学生のこころの健康や心理的成長について縦断調
査を実施し、学生支援に活用しています。
・�こころの緊急支援を各部門や部局と連携して行います。
・�個別相談以外にも、各種グループ活動（ゲームの会、
読書の会、留年生の会、夕方さんぽ等）を実施し、話
すことが苦手な学生に対する支援を提供します。
・学生相談サポーターの活動を指導しています。
・�大学院生や新入生を対象とした心理教育を行っています。
・教職員を対象としたFDを実施しています。

【相談例】
研究室における対人関係の悩み、友達関係や家族関係の
悩み、講義や研究に対する無気力感、不登校や休退学、
留年、進路変更、将来の不安、性のこと、しつこい勧誘、
など。

・�教育連携室は、 4名の臨床心理士／公認心理師が教職
員・保護者（家族）専用の窓口として、学生にまつわ
る問題解決や学生の成長・発達の援助・助言を行って
います。
・�援助に際しては関係者（教職員・家族・各部局・内外
の支援者・学生支援本部の各センター）との連携・協
働を重視し、そのための支援も行っています。
・心理教育・グループ活動
　�「いこまいセミナー」「ウェルネスセミナー」「新入生
特別講義」など学生・教職員を対象とした各種心理教
育プログラムと、「いこまいプロジェクト」など学生
の健康と成長へのチャレンジを支える活動を実施して
います。
・FD研修・コンサルテーション
　�部局や研究室を対象とした各種FD研修・コンサルテー
ションを実施しています。
・�全学学生のこころの健康や心理的成長について縦断調
査を実施し、学生支援に活用しています。
・こころの緊急支援を各部門や部局と連携して行います。
・研究室環境改善支援事業
　�2023年度より本学の全研究室を対象とした環境改善
活動を実施しています。各研究室ごとに課題抽出と改
善の取り組みに向けたコンサルテーション・研修・心
理教育実践を展開しています。

【相談例】
学生のメンタルヘルス、不登校、適応、障害、無気力、
休退学、留年、進路、指導、大学・研究室における人間
関係、チーム・組織活性化、スキルアップに関してなど、
学生にまつわることは何でも相談を受け付けています。

教育連携室
Faculty Consultation Office

メンタルヘルス支援部門
Mental Health Division

共修推進部門
Inclusive Learning Division

・�メンタルヘルス支援部門は、 3名の精神科医が学生の
診察、精神療法などを担当し、薬剤の種類は限られま
すが簡単な処方（保健管理室）も行っています。
・�保健管理室が行う健康診断を用いたスクリーニングに
よる早期介入、他の相談部門や外部医療機関との連携
によるメンタル相談も行っています。
・コレクション自慢の会
　�それぞれの趣味やコレクションについて自由に語り合
うことを通じ、参加者のみなさんの交流を深めていく
ことを目的とした会を月に一度、開いています。

【相談例】
抑うつ・不安といった症状から、大学へいけない、対人
関係の悩みなど幅広いです。学生の他にも、学生の指導
にあたる教員および保護者の対応方法についての相談も
行っています。

・�共修推進部門はグローバル・マルチキャンパス推進機
構グローバル・エンゲージメントセンター国際教育ユ
ニットの 4名が兼務しており、留学生などの国際学生
や日本人学生等、多様な文化背景を持つ学生たちと協
力しながら、多文化共修・協働環境の整備にあたって
います。精神科医による診察や治療、心理士によるカ
ウンセリング、国際教育アドバイザーによる相談、学
生組織との連携により、国際学生の新しい環境への適
応を支援しています。

【相談例】
精神健康に心配がある、新しい環境に慣れるのが難しい、
人間関係に悩んでいる、日本の福祉制度を利用したい、
学内外で様々な人々と知り合い交流したいなど。日本語
と英語で相談に対応しています。
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博士人材の支援の流れ博士人材の支援の流れ

登録 新たな
キャリアパスへ

多種多様な
活躍を！

企業と博士人材の交流会

Ｂ人セミナー大
学
院
生
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

長
期
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ン
タ
ー
ン
シ
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プ

面接による
キャリアパス

支援

就職活動期研修

スキル研修

業界別基礎研修

アイディア創造 ・
事業化研修

産業界

国際機関

自治体

アカデミア

起業
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02 キャリアサポートセンター Career Support Center

就職支援部門
Career Support Division

・�就職活動やインターンシップ、進学に関する相談およ
び情報提供を行います。将来を考えるきっかけを提供
すべく低学年から参加できる全学年対象のキャリア支
援企画、具体的な就職活動期を支援する就職活動支援
企画など時期に適した多彩なイベントを開催していま
す。
・�情報提供では、就職資料コーナーを設け、各種ガイド
ブック、先輩たちの就職活動を記載した就職活動体験
記、OB･OG名簿の閲覧、職業適性診断システム（キャ
リアインサイト）等、就活する学生が自由に活用でき
るようにしています。また、求人票の閲覧・検索、イ
ベント予約、個別相談予約、進路決定報告の入力、キャ
リアサポートセンターの来訪企業の確認等ができるシ
ステムを構築し、学生の利便性を図る支援を行ってい
ます。

就職キャリア相談部門
Career Counseling Division

・�3 名のキャリアカウンセラーがインターンシップや就
職活動上での面接対策やエントリーシートの書き方、
企業選択、就職活動の方策から進路に関することまで
年間を通じて丁寧に対応しています。また、進学や就
職、大学を卒業あるいは修了後の人生に関する悩みや
不安、課題などについて、継続的なカウンセリングを
行っています。カウンセリングを通じて学生本人が今
自分が何をすべきかなど見つめ直す、または新たな発
見など社会へ育つ支援を行っています。
・�学内インターンシップ（ワークエクスペリエンス）の
実施や学外就労支援専門機関と連携し、障害圏域の学
生に就業経験を通じて自己理解の醸成や就業への橋渡
しも積極的に実施しています。
・�個別相談以外に、就活サロンやステップバイステップ
など、集団相談会やグループワークを開催し、時期や
学生の特性に合わせた進路獲得支援を展開しています。
・�同時に様々な学部・研究科等とガイダンス講義や就職
支援講座開催で協同しており、このネットワークを通
じて教職員から支援が必要な学生の紹介の輪がひろ
がっています。
・�進路決定した学生による就活生支援グループ「就活サ
ポーター」の活動支援・指導を行っています。

国際キャリア支援部門
International Student Division

・�外国人留学生に向けた個別就職相談やキャリアランチ
交流会（グループ相談）を行っています。日本企業へ
の就職を目指す皆さんが直面する不安や疑問に、丁寧
にお応えします。書類添削、面接練習など具体的な就
職活動の支援も行っています。英語での相談も可能で
す。
・�日本で働くことを希望する外国人留学生に向けて、日
本固有の就職活動のしくみや日本の企業文化、ワーク
ルールや社会保険等を学ぶためのキャリア教育を提供
しています。
・�外国人留学生を採用したい企業から集めた「留学生専
用求人票」や、外国人留学生に特化したインターン
シップの機会を提供しています。
・�部局における留学生のための就職ガイダンスのご要望
も承ります。ご希望の方は、キャリアサポートセン
ターへお問い合わせください。

博士人材キャリア育成部門
Doctoral Student Division

・�博士課程教育推進機構キャリア教育室と連動しています。
・�博士後期課程学生やポスドク（博士人材）や博士後期
課程に進学希望の学生を中心としたキャリアパス支援
をしています。
・�キャリアガイダンス、個人面談を中心にして、キャリ
ア形成の講義、セミナー、博士のインターンシップ、
企業との出会いの場である「企業と博士人材の交流会」
を開催しています。
・�専門性はもちろん、多様な能力を培ってきたのが博士
人材です。アカデミックポディション以外にも、多彩
な業界や職で活躍するのを支援しています。
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修学支援相談割合（450人） 修学・ライフ相談割合（96人） ライフデザイン相談割合（104人）

03 アビリティ支援センター Ability Support Center

修学支援部門
Academic Learning Division

ライフデザイン支援部門
Life Design Division

・�アビリティ支援センター修学支援部門では相談員（准
教授、障害者支援専門職、障害学生支援コーディネー
ター）3名が、障害のある学生と所属部局等を対象に、
障害の有無に関わらず、その能力を適切に発揮できる
ような修学支援にあたっています。
・�活動の 1つは、どの学生にとっても使いやすいキャン
パス作りのためのユニバーサルデザイン化を推進する
ことです。もう 1つは、それぞれの学生の個別の困難
に応じた修学上の調整である、合理的配慮の提供に関
する支援を行うことです。
・�2024年度は、109名（視覚障害 1人、聴覚障害 4人、
精神障害35人、発達障害40人、病弱16人、その他の
障害13人）の学生に合理的配慮の提供が行われまし
た。100人を超えましたが、学生数から言えばさらに
数が増えること考えられます。また、これまでは発達
障害のある学生が半数を占めていましたが、2024年
度は精神障害と発達障害で 3割ずつとなっています。
・�障害のある学生の支援を行う学生サポーターを育成す
るために、障害学生支援レクチャーシリーズ、修学支
援スキル講習会、障害理解を深める映画鑑賞会などを
行っています。
・�また、各部局における障害学生への対応や関わり方に
ついての相談、助言なども行っています。
・�学生に対する啓蒙として、学生対象セミナーも毎年開
催しています。

【相談例】
座席指定、試験時間延長、補助器具使用、資料作成・配
布、時間管理や課題の管理、研究上の指導・助言などに
関する配慮（調整）、施設改修に伴う助言、など

・�アビリティ支援センターライフデザイン支援部門は、
相談員（准教授、障害者支援専門職、障害学生支援コー
ディネーター） 3名が、障害のある学生の生活に関す
る問題の支援を行なう部門です。障害のある学生が自
分の特性や困難をどのように理解し、どのようにその
改善を図るか、あるいはどのような環境を好ましく思
うか、それらを踏まえてどのようにして社会の中で生
きていくか、といったライフデザインの支援を行いま
す。障害に由来する課題と青年期としての課題との重
なり合う状態を、学生個人個人が自分なりに納得でき
る形でこなしていくことを支えます。
・�現在行っている活動の 1つは、大学生としての学習の
仕方を参加メンバーが持ち寄り、共有する、「大人の
勉強benkyo会」です。週 1回、 4、 5人の学生が同
じ空間で自習し、勉強の仕方について、各自の抱える
テーマについて情報交換をしています。今後、日常生
活における困難や生活能力を高めるための工夫を共有
する場、自分と周囲の環境、両者の関係性について学
ぶ場などを作っていきたいと思っています。加えて、
従来どおりの個別の相談による支援も提供されます。
・�ライフデザインについての情報発信も行う予定です。
たとえばしばしば問題となるスケジュール管理や整理
整頓の方法やノウハウ、小技、あるいは周囲の人との
意図や前提の食い違いの緩和の仕方といった情報を、
誰にとっても役立つ形で発信する予定です。

【相談例】
親子関係、障害特性や性格についての理解や対応、自分
に障害があるかどうか、どんな仕事が向いているか、な
どについて（それぞれ関係他部門との連携をしています） 

ライフデザイン支援の枠組み

障害 ＝ 特性 × 環境

どのように生きていくのか？

不
調
和
＝
障
害

調
和
＝
健
康

❶相談

❷協議

❼相談

❹審議❺回答

❻合理的配慮

❶相談

❸修学支援申請

修学支援申請の手続き
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名古屋大学における
　　　　学生支援の 6 機能 +α
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名大生になった実感

Student
Support
Profile

01 ｢大学での学び」 基礎論

2022年度から全学教育が大きく変わりました。それまでの知識詰め込み型に陥ってしまいがちだった傾向を改めて、学
生の主体的学びを重視した質の高い「知」の獲得を目指すものです。その試みの一つである「大学での学び」基礎論という
講義を学生支援本部が担当しました。これは、大学とは何か、大学で学ぶとはいかなることか、大学での学びを充実したも
のにするにはどのような知恵が必要かについて理解し、主体的な学習者としての態度の核を形成しようとするものです。

学部新入生全員を対象としたこの授業は、 9つの科目か
ら構成されています。学生支援本部は「大学の歩き方」と
いう講義タイトルで、対面授業 3回を担当しました。内
容は、入学直後のクラス活性化を目的とした相互交流やコ
ミュニケーションプログラム、次世代型セルフケアの解説、
多様性や共修、ハラスメントに関する講義などです。
1回目の対面講義は春学期第 1週目に、30名前後で構成

されている全55クラスを対象に、スタッフ総出で授業を行
いました。入学直後にコミュニケーションプログラムを実
施した効果は大きく、「クラスのみんなと交流を深めること
ができて非常に嬉しかったです」といった感想が寄せられ
ていました。
この講義は必修科目であることから、入学直後に適応に
苦しむ学生を把握することができ、学生支援においても意
味のある授業となっています。
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02 研究環境支援 ： ウェルネスプログラム

名古屋大学の伝統ある自由闊達な研究室の風土をさらに醸成させ発展させるプログラム「研究環境支援」が2023年度か
らスタートしました。これは総長からのリクエストによるものです。研究室において意識的、あるいは、無意識的に生じて
いる歪な上下関係であったり、ポストコロナの影響によるコミュニケーションの問題を解決するために、研究室を訪問し、
学生と教職員を対象としたワークショップを実施しています。2023年度は、各部局FD等で実施についての説明と協力を求
め、2024年度は主に生命農学研究科を対象として展開しました。2025年度から本格的に動いています。

目的
✓　勇気ある知識人を育てるために、自由闊達な風土を熟成し、発達させる​
✓　大学全体の教育力・研究力向上に貢献する​

期待される効果
✓　意識の向上とスキルアップ​
✓　チーム・コミュニティの活性化​
✓　個人・集団・組織の強みと課題の整理​

主に研究室・ゼミを対象
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03 FD 活動

2024年度のFDは「名大生における心の特徴と健康〜部局連携のお願い〜」と題して、松本寿弥教育連携室長を中心に各
部局の教職員を対象に実施しました。このFDは春学期の新入生を中心とした名大生の心の健康状態や名大生の特徴をお伝え
し、また先生方から寄せられる相談内容に添って、連絡が取れない、死にたいなど危機にある学生への対応と連携方法につ
いて説明しました。また2023年度から全学での取り組みを開始した「研究環境支援」と「低単位取得学生支援」について
のご案内とご説明、そして部局の教職員皆様のご協力とご尽力に感謝をお伝えしました。19部局と 5つの研究施設等、合計
1,002名を対象に実施しました。

AFTER

この研修は今後あなたに役立つと思うか？

・�この手のワークはたくさん経験したが、初めて有
意義な内容（企業経験ある教員）
・研究室立ち上げにおいて大変参考になった
・�入学後から継続的にこのプログラムを実施すると
研究室に所属した時にも役立つのではないか

・来年も後輩たちのためにやってもらいたい
・�研究室の他の学生さんや先生方の考えが可視化さ
れて興味深く貴重な経験だった
・�普段は先生や上級生の先輩と話をすることがない
ので、話ができてよかった

教員の感想

全体

教員

学生の感想
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04 心の健康アンケート調査

3 次支援の学生増に対する 1次支援強化策として2019年度からアンケートの充実を図ってきました。2020年度以降、新
型コロナウイルスの流行によるメンタルヘルス悪化を懸念し、春・秋の 2回アンケートを実施していましたが、2024年度
はコロナ前と同様に、春のアンケートのみ実施しました。心理的支援の必要な学生には、個別に連絡し、早期支援を行って
います。

1 ．心理的基盤に関する尺度（項目は一部）
　�自�尊感情「私は、自分自身にだいたい満足している」
「自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のあ
る人間だと感じている」

　人生満足度「私は自分の人生に満足している」
　�社�会的サポート「私には困ったときにそばにいてく
れる人がいる」「私には私の気持ちについて何か
と気遣ってくれる人がいる」

2 ．心理的リスクに関する尺度
　�抑�うつ「好ましくないことを考えてしまい、コント
ロールできない」「死にたいと考えることがある」

　�全�般性不安「心配していることがたくさんある」「恐
怖やパニックに陥ることがある」

3 ．発達障害傾向に関する尺度
　自閉スペクトラム症（ASD）尺度（AQ）
　　�「私は、あることにとても強い興味を持つ傾向が
あり、追求することができないと困惑してしまう」

　　「私は、人の意図を分かるのが難しい」
　A�SD困り感尺度「衝動的に行動してしまい困る」「グ
ループ活動では居ごこちが悪くて困る」

フィードバック学生数（2024年度回答者数）

4 月　学部新入生1,948名
5月　 2年生以上の学部生524名／大学院生526名
・�各学生の結果をレーダーチャートに示してフィード
バック

1年生のアンケート結果－過去4年間の比較 自尊感情尺度（10項目：1～4点の4件法　尺度得点10点～40点）

アンケート概要と回収率

1年次における心理的危機群の割合の変化

項目例：「私は、自分自身にだいたい満足している」
　　　　�「自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある人間だと感じている」

（参考）1年生　26.9
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学部 1年生の抑うつ・不安が昨年と比べて高く、社会的サポートの得点も低い結果となりました。アンケートの実施時期
が 5月（これまでは 3月・4月の実施）であったことから、新生活の疲れが出る時期であり、大学生活をひと月経験し、課
題の取り組み、アルバイトや課外活動との両立等、現実的な不安等が高まった可能性が考えられました。また、学部 3年生
の不安が他の学年に比べて高く、進路についての課題（進学、就職等）が現実的な課題として迫ってくる時期に不安が高ま
ることが示唆されました。各学年の学生生活の特徴を視野に入れたサポートを行っていく必要があると言えるでしょう。
また、M 2・D 3の学年は自尊感情が高く、抑うつや不安が低い傾向が見られました。コロナ禍以降、大学として様々な
アプローチで学生支援を継続してきた成果が現れているかもしれません。2020年度から全学生を対象にアンケートを実施
してきたことによって、心の健康の変化の傾向に関する示唆を得ることができました。

07 アビリティミーティング

05 学生支援担当者講習会

高等教育研究センター「質保証を担う中核教職員能力開発拠点」の取組の一つとして、学生支援本部はオンラインセミナー
を 2回とワークショップを開催しました。
第 1回目のセミナー（2024/11/12）では放送大学教授の大山泰宏先生（現学習院大学教授）より、「高等教育論から見
た学生相談」と題して、日本と欧米の学生支援に関する社会文化的な背景をご説明いただき、高等教育の中での学生支援の
重要性を提起していただきました。第 2回目のセミナー（2024/12/24）では2019年度からV字回復した名古屋⼤学の学
⽣⽀援体制と具体的な取り組みをお話しました。またワークショップ（2024/12/ 9 ）では、学生支援本部の相談員に対し
て、甲南大学の高石恭子先生から専門家としてのスキルをご指導いただきました。

06 就職担当者連絡会の開催

各学部・研究科の就職担当教職員全員が会する連絡会議を年に 2回開催しており、2024年度は 4月24日と12月19日に
開催しました。積極的な就職支援策に取り組む学部・研究科の発表などを全学で共有したり、これから就活に入る学生への
支援と同時に進路決定の時期が遅れた学生への支援についてキャリアサポートセンターの取り組みを紹介し、学生への周知
依頼を行いました。特にこの連絡会では毎年、当該年の「名古屋大学卒業・修了予定者の就職・採用活動に関する申し合わせ」
を全担当者で確認しています。実際に学生を指導する上で生じているインターンシップや学生の就職活動・企業の採用活動
などに関する問題に対しても積極的に意見交換が行われています。

アビリティミーティング（以前は学生対象セミナーでした）、学生サポーターairが主導し、
スタッフは広報や大学の手続きなどでメンバーのサポートをしています。
2024年度は、名古屋大学大学院医学系研究科特任教授尾崎紀夫氏、特定NPO法人草のネッ
ト理事・ピアサポーター窪田信子氏を講師に招き、「精神障害とピアサポート〜当事者と医師
の視点から〜」というタイトルで開催しました。
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08 SNS による支援

カウンセラー X ラジオ

Ｘ

タスケブネ

2020年の年末年始に、自粛生活でさみしい思いをしている学生のためのラジオ番組として配信を開始しました。パーソ
ナリティを学生相談のカウンセラーが担当し、学生支援本部の企画するイベントの情報だけでなく、留年経験のある学生や
グループ活動のファシリテーターをゲストに迎えたりしながら、2025年 3月まで総計160回のラジオを配信しています。

2021年度より、悩みを相談できるプラッフォームとしてweb上に「タスケブネ」を開設しています。名古屋大学の学生
であれば誰でも気軽に相談することができ、対面での相談には抵抗のある学生も匿名で相談ができるものです。学生支援本
部のカウンセラーや学生相談サポーターが回答者となり、履修登録をはじめとした各種手続きに関する質問や、心の悩みに
ついて、回答しています。

学生支援本部のXアカウントは2017年より開設されていましたが、これまで積極的に活用されることはありませんでし
た。しかしコロナ感染症の流行により、Web上で情報収集をする学生や家族が増えることが予測されたため、更新頻度を増
やし、履修登録をはじめとした各種手続き、食料支援や学生支援本部が企画するイベントなどの情報を積極的に発信してい
きました。さらに、質問箱も活用し、各種手続きに関する質問や、匿名だからこそ話せる悩みなどについてカウンセラーが
回答しています。こうした活動を経て、フォロワーは2,600名を超え、センターとしての相談の間口を広げることができて
います。
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01 ピアサポート

学生相談サポーターの活動は、2004年にスタートし、今年で21年目を迎えました。サポートメンバーはアドバイザー 2
名、サポーター10名で、様々な学部・研究科のサポーターとして活動しました。活動時間は毎週水曜日の13時から16時まで、
場所は、理学共用館でした。活動内容は、「個別相談」「つぶやきノート」「ピアサポスト」「こころの処方箋」「学サポプレ
イリスト」、そして、新たに始めたオンライン相談投稿システムの「タスケブネ」でした。また、新学期に履修相談を実施し、
30名の新入生をサポートしました。

「就活サポーター」は2002年度から活動を続け、進路が決まった卒業期の学生たちがこれから就活に入る学生（プレー
ヤー）を支援しています。主な活動は、就活生に自分たちの体験を伝えながら相談に対応すること。そのために相談対応や
サポーターとしての倫理について研修を通じて学び、サポーターとプレーヤーの双方が安心して対面できる体制を整えてい
ます。その他にも自分たちの経験を生かしたグループワーク活動も提供しています。就活サポーターは進路を決定してきた
これまでの活動を振り返り、社会に出て行く自覚を醸成する活動でもあります。設立以来の多くの卒業生との交流や、卒業
生自身が互いを刺激しながらキャリアについて考えるネットワークが育っています。2024年度はキャリアサポートセンター
での対面での相談業務をメインに、oViceによるバーチャルでの相談も加え、サポーター20名で運営しました。

学生相談サポーター

就活サポーター
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2024年11月 2〜 3日に、大阪経済大学で開催された「ぴあのわ2024」に、サポーター15名と教員 6名が参加しました。
当日は活動紹介を行い、他大学のサポーターたちと交流を深めることができました。

障害学生支援サポーター air あいる

ぴあのわ

学生サポーターの集まり「air（あいる）」は2010年度から活動をしており、2024年度は38名で活動しました。アビリティ
支援センターを中心に活動をしていますが、実際の活動場所はキャンパス内に広がっています。
主な活動の 1つは、障害のある学生の修学支援の補助ですが、新型コロナウイルス感染症の影響も収まって、以前の活動
に戻っています。アビリティミーティングでは学生サポーターが企画を立て、講師に連絡をして、セミナーを開催しました。
また、合理的配慮の一環として授業の動画撮影を行う、試験での補助に入る、学習支援を行うなどの活動を行い、それ以外
にもバリアフリーのための構内の調査などを実施しました。
airのメンバーはサークルのように、自主的に活動の方向性や内容をミーティングで決め、アビリティ支援センターと協力
しながら活動に当たってくれています。SNSでの意見交換、ミーティング、ニュースレターの発行、手話の勉強会などを熱
心にしています。
障害学生支援サポーターairの集まりの中で、特に人気でair以外の学生にも開かれた活動として「手話deランチ」という
自主的な勉強会があります。月に 1度、ランチタイムに集まり、日本手話を勉強する集まりです。講師役の学生も先輩から
後輩へ引き継がれ、災害時など緊急時に必要な手話から、アルバイト先で出会ったら、といった日常場面で役に立つ手話ま
で楽しく学んでいます。
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02 コレクション自慢の会

03 ゲームの会

2007年度、学生支援GPの助成金を取得して、学内にて様々な他部局との連携のもとに、主に不登校・ひきこもりなどの
停滞傾向の学生を対象とした様々なグループ活動を展開してきました。そのうちの一つが「コレクション自慢の会」です。
2011年度以降は、学生支援GPを離れ、学生支援本部・メンタルヘルス支援部門主催の活動として引き継がれています。開
催は月 1回、 2時間で、参加者は15名前後です。コレクションを報告することで、研究室へ復帰していくプロセスが認め
られます。興味や関心を示すinterestには、人と人との間をつなぐinterが含まれています。コレクションを通したコミュニ
ケーションが学生たちの成長を後押ししています。

ゲームの会は、毎週 2時間程度、学生とスタッフがセンターの
一室に集まり、ボードゲームやカードゲームを行うグループ活動
です。コミュニケーションの苦手な学生や、対人関係を築きにく
い学生などを対象に、大学内の居場所機能や対人交流の促進を目
的として実施しています。コロナ禍では、オンラインと対面のハ
イフレックスにより実施していました。
また、ボードゲームを行っていると、それまで受動的であった
学生が主体的に行動するような変化が認められることがありま
す。中には、オリジナルのゲームを自作してくる学生も現れるな
ど、ボードゲームを介したコミュニケーションの効果を実感して
います。
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06 将棋の会

将棋の会は、2021年から開始しました。毎週水曜日の午後に 2時間程度、将棋を愛好する人たちが参加して、対戦をし
たり対局を観戦したり、詰将棋を議論したりする活動です。2024年度は、21回実施し、延べ41名の学生が参加しました。

04 インドアの会

インドアの会は、2019年から開始しました。毎週水曜日の12時から13時までの 1時間程度、本、映画、ドラマ、音楽、
などなど、インドア派の人が、自由に好きなことをおしゃべりする活動です。2024年度は、43回実施し、延べ97名の学生
が参加しました。

05 カラフルの会

カラフルの会は、「学内のセクシュアル・マイノリティの学生が集い、ざっくばらんに話せる空間」を趣旨として、2023
年 9月から開始しました。毎回 2時間程度、テーマに沿って語り合いながら、学生同士交流をしています。2024年度は 6
回実施し、延べ30名の学生が参加しました。

これまで話し合ったテーマ（ 一部抜粋）

カミングアウト

恋愛をする ・ しないということ

性の多様性と教育

これまでの人生グラフを作ろう

短編映画の上映会



21

09 キャリアランチ交流会

学生支援本部キャリアサポートセンターでは、国際学生
向けに「キャリアランチ交流会」と「留学生のための就活
実践ステーション」という 2つの小規模イベントを設けて
います。
「キャリアランチ交流会」は、毎月 2回（日本語 1回、
英語 1回）お昼時間に開催しており、2024年度は年間24
回、延べ86人が参加しました。全学部・研究科、全学年対
象で、日本で働くことに興味がある学生が、将来やキャリ
アについて気軽に話せる機会を提供しています。
「就活実践ステーション」は就職活動中の学生を対象に、
“企業研究”、“自己分析/自己理解”、“GD練習会”、“面接
実践練習会”、“先輩の就職体験を聞こう”など、国際学生
の就職活動時期に合わせたテーマを設けて開催していま
す。2024年度では年間26回開催し、延べ106人の参加が
ありました。同じ時期に就職活動する仲間を作り、お互い
に励まし合って頑張れるようなコミュニティを形成するこ
とも「就活実践ステーション」の大きな目的です。「日本
の就活について基本的なことからわからない」「自分の経
験を後輩にシェアしたい」なども大歓迎です。

07 留年生の会

留年生の会は、2018年度から開始しました。成績開示後に留年が決まった学生とのカウンセリングの中で、希望者に対
して、先輩の留年生から対策講座を行うものです。毎年、半期ごとに開催し、2025年 3月には 9名の学生が参加しました。

08 居場所の提供

アビリティ支援センターの重要な機能として、居場所の提供があります。
事務スペースの前の空間を自習ができるスペースとして、また休憩のでき
るスペースとして、学生に開放しています。基本的に開室時間（平日10〜
17時）に滞在可能で、アビリティ支援センターが現在の場所に移転した
2020年 8月から提供されているものです。常時学生がいるわけではあり
ませんが、多い時には 5、 6人の学生がテーブルについて、オンライン講
義の受講をしたり、課題に取り組んだりしています。支援員も学生の姿が
見えやすいため、声をかけやすく、支援の形態として有用であるように思
えます。写真奥側の青いパーテションで区切られた座席は、 1人になりた
い学生向けのスペースです。障害学生サポーターairの活動もこの空間で行
われることから、時には学生同士の交流が生じることもあります。 
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10 ステップバイステップ

ステップバイステップは2011年に、学生からの「進路や就職が
気になる人たちと集まってあれこれ話してみたい」という声に応え
て始まった会です。毎月 1回 2時間程度、学生と就職相談員が学
生支援本部の一室に集まり、趣味や得意なことを教え合ったり、気
になる事を話し合ったり皆で試してみたりと活動しています。参加
者の学部や学年はさまざまで、一人で参加する人が多いのが特徴で
す。少人数のグループですので、自分を表現することが苦手な人も
ゆっくり落ち着いて楽しむ事ができます。2024年度は11回開催し、
延べ23名が参加しました。

12 作文教室

多くの支援学生が抱える「レポートが書けない」という問題に対して、中央図書館で「論文の書き方」講座を担当する教
員と、日本文学専攻の博士後期課程の学生と共に考えた「レポートを書けるようになる！ 8回講座」を毎学期開催している。
春学期は、週 1回の対面形式、秋学期は集中講義形式のハイブリッド開催で、知識定着の為ワークを多く取り入れています。
最終回には実際の講義での課題にフォーカスした座談会も開催しています。

11 大人の勉強 benkyo 会

大人の勉強benkyo会は、大学での学びに困り感を感じている大学生を対象
に、毎週水曜日15：00-17：00全学教育棟で開催しています。障害のありな
しに関わらず、一人一人の認知特性に合った学習法を身につけることを目的
とした集まりで、それぞれに課題を持ち寄り自習室として利用もできるかた
わら、希望すれば15分程度のミニレクチャーを聞くことができます。内容は、
認知特性、レポートの書き方、会話のスキルなどです。学生支援本部で実施
している他のプログラムを紹介することもあります。
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13 ソーシャル ・スキル ・プログラム

アビリティ支援センターと、学生相談センター（担当： 2〜 3回、 5〜 8回）、キャリアサポートセンター（担当： 9
〜11回）共催のプログラムとして、2024年度から実施し、16名の学生が参加しました。対象としたのは、TACT（全学教
育学習支援システム）を通じて本プログラムへの参加を希望した学生で、自閉スペクトラム症もしくは注意欠如多動症の診
断を受けている（またはその傾向のある）学生支援本部で支援中の学生も含みます。毎回ハンドアウトを配布し、書き込ん
でもらいながら進め、終了時には数値で自己評価を記入してもらう感想シートやスタンプシートを用い視覚化するなどユニ
バーサルデザインを用いた実施を心がけています。また、段階的にコミュニケーション負荷を高くするなど、継続参加を促
す工夫が今後の課題です。

・�医療機関では成人期の発達障害（ASD）を対象としたショートケ
アプログラムが開発され、専門外来のデイケアにおいて実施されて
いる。
・�しかしながら医療機関における実施では、学生は就労群・未就労群
に比べるとコミュニケーションや自己理解についての学習が改善点
として考えられ、相澤ら（2023）が大学生に適した内容のプログ
ラムを開発し大学内で実施されている。
・�さらなる開発や普及に向け、名古屋大学でも名古屋大学版としてア
レンジしての実施を依頼され、2024年度より実施している。
・�名古屋大学でも、先行研究と同様に、参加後のSASS-Jが上昇する
傾向にあり、社会適応度向上の可能性が示唆されている。

相澤直子，et al. 発達障害学生を対象としたグループプログラムの学内
実施に関する予備的検討－A 大学における試行的実施から－．大学の
メンタルヘルス，2023，5: 107-115.

各回の参加人数と主な感想

日　程 内　容 人数 参加者の感想の例

1 6 月12日（水） 学生生活での困りごと／
対人関係の悩みごと 9 他の人のコミュニケーションの悩みを聞いたのは初めてだったので、興味深かった

です。

2 7月10日（水） 発達障害とは？ 7 いろいろな特性に当てはまっていたが、その特性で特に生活に困っている訳ではな
い、という気付きもあった。

3 8月21日（水） 自分の特性を知る 6
自分の置かれている環境によって、表裏一体である長所・短所の評価が入れ換わる
という整理がわかりやすかった。他人の短所ならリフレーミングしやすい、という
気付きがあった。

4 8月28日（水） ピアサポート 4 今日は皆さんと悩みを共有して、アドバイスや対応策を教えてもらい、実際にやっ
てみたいと思っていました。

5 9月18日（水） コミュニケーションとは 6 ペアワークが多いと少しやりづらいが、コミュニケーションに関する話題は良かっ
た。

6 9月25日（水） 上手な会話① 6 人によって上手な会話の評価が割と異なることに気付いた。
どうしても会話に対して正解・最適解があるのではないかと考えてしまう。

7 10月 9日（水） 上手な会話② 3 目を見て話すと、ストップサインやゴーサインが分かるので、意識してみようと思
います。

8 11月13日（水） 関係づくり／
アサーション 2 アサーションという言葉の意味は知っていましたが、具体的にどうやって実践する

のかは知らなかったので、良い勉強になりました。

9 12月11日（水） 質問・相談する／ほめる 3 実際に私が困っている事柄について、他の人の意見を聞くことができ、理解が深ま
りました。

10 1月15日（水） ほうれんそう／
ストレスとのつきあい方 4 様々なコーピングの種類や、他の参加者が実際に行っているコーピングの方法を知

ることができ、視野が広がりました。

11 1月29日（水） 適性を知る／特性の伝え方
修了式 5 ES等を書く上でも役に立つことを知ることができた。正に私に必要な講義内容で、

勉強になりました。
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01 名大いこまいセミナー

2019年度より名古屋大学の全構成員（学生・教職員）を対象としたグループプログラムとして、「名大いこまいセミナー」
を開始しています。このプログラムは岐阜大学で展開されてきたプログラムを参考にしながらも、新しい世界に触れること
を目的とした名古屋大学オリジナルのセミナーです。2024年度は、学生たちの活動に光を当てた企画を用意しました。
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02 Compus  （Communication on Campus）

東海国立大学機構アカデミックセントラルによる取り組みの一環として、ともに生き生きとした社会を作り出せる人を育
むことを目指したコミュニケーション力向上プログラムを2021年度より開始しています。このプログラムでは、話す力、
聴く力、協調する力、発案する力など、コミュニケーションに必要な力をインタビューや企画会議、アクティブリスニング
体験などのグループワークを通して体験的に学びます。2024年度は10回実施し、延べ86名（内、岐大生14名）の学生が参
加しました。2025年度は 7月までに 4回実施し、延べ116名（内、岐大生13名）の学生が参加しています。

03 同郷の会

新入生の 7割以上が東海 4県の出身者である名古屋大学においては、高
校からのコミュニティを持ち越すことで近隣県出身者の適応は比較的良好で
す。その一方で、遠方から一人暮らしをスタートさせた新入生にとっては、
入学直後の友だち作りがむずかしく、特にコロナ禍においてはそれが顕著で
した。2020年度からスタートさせた「同郷の会」は、学部の垣根を越えて、
同じ出身地の学生が集い交流できる機会を作るために実施しています。2025
年度は 4月19日に開催し、54名の学生が参加しました。
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04 夕方さんぽ

2022年10月に学生主導で発足した、自分のことを話ながら、また色々な人の話を聞きながら、すっきりあたたかい気持
ちになるウオーキングイベントです。月に一度、16時半から18時半までの夕暮れ時に開催しています。2022年度は12回開
催し、さまざまな学年や国籍の学生が延べ112名参加しました。2025年度は 8月までに 5回開催し延べ61名（内、留学生
16名）が参加しています。参加者はチェックイン後に小グループに分かれて、夕方さんぽノートを手にトークテーマに沿っ
て会話をしながら、大学内を自由に約 1時間半、歩きまわります。今後もあたたかな居場所づくりに励みます。

05 就活相談会

就活相談会は、就職相談員が学生のニーズに
合わせたタイムリーなテーマで開催する少人数
制のグループワークです。2012年度にスター
トしました。テーマは、エントリーシートや面
接,グループディスカッションなどとし、お昼
の 1時間、対面やオンライン（oVice）で、レ
クチャーを受け質問や相談ができる機会となっ
ています。テーマを決めずに就活サロンという
形で、就活に関して気になることを自由に相談
できる集団相談会も開催しています。2024年
度には、 2025年 4月入社を目指す学生対象の
就活相談会を13回開催し延べ67名が参加しま
した。また、 2026年 4月入社を目指す学生対
象の就活相談会も18回開催し延べ144名が参
加しました。
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06 つながるマップ 2024

07 国際交流 ・ 共修プログラム

障害学生就労支援者研修会―つながるマップワークショップは、障害学生を取り巻く昨今の実態をふまえた上で、今後望
ましい支援に向け、支援する者同士が知恵とネットワークを強化するための研修会です。2024年度は12月17日に開催しま
した。企業・障害者支援機関・大学から、障害学生就労支援者が38団体56名参加し、つながる事例の報告やグループワー
ク等を通じて、理解と連携を深めました。

スモールワールド・コーヒーアワー

スモールワールド・コーヒーア
ワーは、キャンパスにおいて在学
生が学部や学年を越え、つながる
ことのできる国際交流の場とし
て展開しています。共修推進部門
と連携しながら学生メンバーが主
体的に運営や企画に関わっていま
す。2024年度は、定期的に言語
化カフェを開催し、書道体験会、
アイスクリームアワー、名古屋城
への遠足などを実施しました。 
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プレゼンテーションアワー

にほんごカフェ

学生のプレゼンテーション能力を高めること、グローバ
ルなアカデミックな交流の場づくり、学生間のネットワー
クを構築することを目的に年に 2回、学生コーディネー
ターと協働で開催しています。卒業生にもプレゼンターや
参加者として協力いただき、現役生と卒業生の交流の場と
しても機能を果たしています。 

夏休みや春休みなどの⻑期期間中に、留学生と一般学生が日本語を用いて対話し、楽しめるような機会を提供しています。
学生ファシリテーターがグループディスカッションを促す役割を果たしています。参加学生は、日本語の練習の機会、海外
や多様性に対する視野を広げる機会となっています。 
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ここあ

国際学生が自身の心身の
ケア方法を学び、参加学生
同士が共修や交流を通して
互いに励まし合えるネット
ワークを構築する場として、
また孤立を防ぎ、支援チー
ムスタッフとも繋がる機会
として、2024年度後期に多
文化交流ラウンジ「ここあ」
を立ち上げました。 

言語・文化ワークショップ

その他
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02 学生相談センター

01 学生支援本部総計

カウンセリング部門

相談実人数 延面接回数

学生支援本部全体の相談実人数と延べ相談回数の推移

個別相談利用は全学生の24.3%
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メンタルヘルス支援部門

共修推進部門

メンタルヘルス支援部門における相談者数の推移

相談者数はピーク年度の6割に

「心身不調・メンタル」および「国際交流・学生活動」に関する相談多数 

・�2024年度の相談における使用言語は、英語が
全体の半数以上を占める。
・�「心身不調・メンタル」は全相談のおよそ70％
と、過半数を占める。
・�「国際交流・学生活動」（共修推進）も全体の
15%程度を占め、重要な役割を果たす。
・�教職員をはじめ、学生以外からの相談もある。
※�共修推進部門の活動報告は、国際本部グロー
バル・エンゲージメントセンター年報に、詳
細を掲載しています。

総相談件数

相談件数　学年・所属内訳

相談件数　内容内訳
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03 キャリアサポートセンター

就職キャリア相談部門

国際キャリア支援部門

国際キャリア部門における延相談回数の推移

相談内容

学年別利用回数（月別、B3、B4、M1、M2、既卒）

連携初回月別人数

年間利用（新規・人数・回数）
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04 アビリティ支援センター

⽉別相談⼈数および相談件数 ⽉別相談者別相談件数

・�相談件数は述べ2973件であった。学生の相談件数は全体の57.2%となっている。家族からの相談は全体の9.1%、教員と
の相談は全体の31.5%である。全体として相談件数は増加傾向にある。
・�合理的配慮の申請は年間109名で、発達障害のある学生と精神障害のある学生で 3割ずつとなっている。申請手続きを簡
略化したことで、学期末から学期始まりにかけての合理的配慮申請に関する相談の件数が減少している。
・コロナ禍が収まってきたことで家族からの相談が減り、オンラインでの相談も減っている。
・難病やそれに伴う入院などを必要とする学生、留学生からの相談が継続的に増加する傾向にある。

就労支援ミーティングの共催
キャリアサポートセンターからの提案を受け、障害のある学生の修学支援から就労支援への橋渡しをするためのミーティ
ングを不定期に実施しています。キャリアサポートセンターで行う障害のある学生を対象としたイベントについての情報共
有と、そうしたイベントへのアビリティ支援センターからの参加、それを通した障害者雇用についての企業の意識や動向の
共有を行っています。また、両方のセンターを利用している学生もおり、その情報共有の場ともなっています。

・合理的配慮を扱う修学支援部門での相談が大部分を占め
ている。学生本人との相談とともに、配慮内容について
検討を行うための教職員等の相談件数も多いところに特
徴がある。
・修学支援については合理的配慮への導入や学習支援につ
いての問い合わせなどの形で家族からの相談がある。ま
た、欠席や留年、休学など大学からは見えない本人の状
態について、情報交換をする際にも関わりが生じる。
・ライフデザイン支援部門では、本人からの修学に関する
相談や生活上の困りごと、および就職に関する相談が多
くなっている。ここでは教職員よりも家族との連携がよ
り重要になってくるために、割合が増えている。
・教職員とは就職に関する情報交換を行うことが多い。
・その他には外部の支援機関との打ち合わせ、情報交換、
連携などが含まれている。

・JASSOの分類にならい病弱に分類されている学生は多
くが肢体不自由の学生であり、そのために移動支援が必
要となっている。
・講義資料は電子化されていることがほとんどであるた
め、視覚的問題や聴覚的問題があっても対応がしやすく
なっている。
・修学に関連した支援は学び方に関連した支援であるが、
その多くが、提出期限の延長や重要な情報の文字による
提示であり、他に発言や発表の調整、グループワークに
関する調整、指示の具体化などである。
・教室内の調整、試験の調整は、遅刻・欠席への配慮が中
心で、他に評価方法の調整、症状緩和手段の使用許可な
どがある。

部門ごとの相談者・相談形態別相談件数 障害分類と合理的配慮内容の分類
本人 家族 教職員 その他

修学支援 1091 154 824 35

ライフデザイン支援 332 68 95 26

両方 281 50 17 0

合計 1704 272 936 61

視覚 聴覚 肢体 精神 発達 病弱 他 計

キャンパス内移動支援 0 0 0 1 0 10 0 11

教材や講義資料の変換など 1 0 0 0 1 4 1 7

修学に関連した支援 2 14 0 29 89 22 6 162

教室内調整 1 6 0 50 27 29 20 130

試験調整 1 0 0 41 21 16 23 99

その他 0 1 0 5 15 3 2 26

総計 5 21 0 126 153 84 52 438
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家族や卒業生との連携
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01 ホームカミングデイ企画

2024年10月19日（土）15〜17時、ホームカミングデイにおいて保護者企画「本音で話そう、語ろう！＃ほっとチャット」
を対面とオンラインのハイブリッドにて開催し、18名（対面14名、オンライン 4名）が参加しました。また、就活サポー
ターのOBOGと現役生とのコラボ企画である、さんぽ de キャリア（対面のみ）には22名、ゲームdeキャリア（対面のみ）
には33名が参加し、 3企画とも大好評でした。

アビリティ支援センター父母の会
2021年度から始まった発達障害のある学生の父母の会は引き
続き実施されています（第 4月曜日の10：00～11：30）。参加
者は 3～ 5名程度で、育児の状況を反映してか、多くが母親の
参加となっています。
家事や日常生活の手伝いをすることと自立して欲しい思いとの
間の葛藤、留学の心配、休学の功罪、親子のコミュニケーション、
さらには本人についての夫婦間での意見の相違や祖父母からの理
解の有無などについて、母親自身のサポートが得られていない状
態について話題に上がることが増えています。学科や教員とのコ
ミュニケーション、大学のサービスについての質問や情報収集の
ための場としても活用されているようです。さらに年数が進むに
つれてこのまま卒業できるのか、就職ができるのか、といった焦
りや不安が語られることも増えてきています。
父母の会は通常はオンラインでの実施となっていますが、毎年
ホームカミングデイの日には対面での集まりの機会を持ってい
て、親同士の支え合いの場として機能しているようです。

学生支援本部親の会
2019年度のホームカミングデイ「名大生復活物
語〜明日の歌を唄おう〜」に参加していた保護者
で、子どもの留年に悩んでいた方が偶然に出会い、
LINE友だちとして出会ったことが契機となり、「親
の会」が発足しました。
2025年 3月現在、27名の登録です。渦中にいる
家族だけでなく、壁を乗り越えて復活した学生の家
族も引き続き、LINEグループに留まり、日常の思
いを吐き出しながら、相互に支え合っています。
毎年、ホームカミングデイと3月の卒業式前日に、
対面とオンラインで本音を語り合う機会を設けると
同時に、オフ会（飲み会）を開いて相互の親睦を深
め、大学生活に関する貴重な情報共有の場となって
います。
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02 ワタリニフネ  （同窓会支援事業）

ワタリニフネは、名古屋大学卒業生がキャリアや人生について、
安心してインタラクティブにやりとりをするための、SNSプラッ
トフォームです。ライフキャリアにおいて、自分らしく、幸せで
いるために、人生の要所要所で互いに応援しあえるネットワーク、
まさに「ワタリニフネ」を目指しています。
在学生もこのネットワークに参加することで、先輩たちのやり
とりを見聞きしたり、質問することができ、将来を考える機会を
得ることができます。現在、月一回程度、SNS上で「異業種交流会」
「幸せについて考える」、「先輩に聞いてみよう」、「ライフイベント」
など、キャリアに関する様々な交流会が、開催されています。
（この事業は名古屋大学全学同窓会の大学支援事業に選定されてい
ます）

ID 検索：＠ 735hmqec
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日　程 タイトル等 媒体等 講演者・担当者

2019年度～ 科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業専門委員 森典華

2023年度～2024年度 愛知県「県内大学魅力発信事業」アドバイザー 森典華

2023年度～2024年度 「名古屋城×世界の文化遺産　国際交流プロジェクト（名古屋観光文化
交流局名古屋城総合事務所管理活用課）」事業アドバイザー 森典華

2023.5～2025.5 日本学生相談学会研究委員会委員 林陽子

2024年度 文部科学省卓越研究員事業成果検証にかかる有識者会合メンバー 森典華

2024.1～ 全国学生相談研究会議事務局長 林陽子

2024.3 金沢大学博士研究人材支援・研究力強化戦略プロジェクトにおける外部
評価委員 森典華

2024.3.1 名古屋芸術大学FD 鈴木健一・杉岡正典・
松本寿弥

2024.6～2025.5 日本学生相談学会第43回大会準備委員

鈴木健一・杉岡正典・
松本寿弥・林陽子・
石田幸子・大塚毬絵・
織田万美子・藤田真紀子・
伊藤未青・大江美希

2024.5.1 枠組み超えたチーム対応 吉野熊野新聞 古橋忠晃

2024.5.3 引きこもりと訪問診療 南紀新報 古橋忠晃

2024.7 社会移行のための個別相談会 竹本美穂

2024.9.25 熱田区社会福祉協議会ゲートキーパー研修 大塚毬絵

2024.11.15 岐阜県障がい者職場活躍ナビゲーター養成研修「面談による問題解決法」 松本寿弥

2024.12 障害学生就労支援者研修会「つながるマップワークショップ」 竹本美穂

2025.2.19 夜さんぽ　心が通じた 中日新聞 鈴木健一

2025.3.12 Reconnecting Hikikomori to Society NHK WORLD 
Direct Talk 古橋忠晃

中日新聞
2025.4.11

01 社会貢献

02 メディア

この記事は中日新聞社の許諾を得て転載しています。
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名古屋大学WEBマガジン「広報名大」
2023.10.12

中日新聞
2023.12.8

この記事は中日新聞社の許諾を得て転載しています。
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大学ジャーナル ONLINE
2024.8.30

この記事は大学ジャーナルオンラインの許諾を得て転載しています。
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学生支援課入口

入口
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学生支援棟案内図

名古屋大学　学生支援本部
学生支援棟
・学生相談センター
・キャリアサポートセンター

全学教育棟3F
・アビリティ支援センター

東山キャンパス保健管理室
・メンタルヘルス支援部門

ＩＢ電子情報館
・共修推進部門

開室時間
　月～金曜日　10：00～17：00（祝日除く）

連絡先
　TEL　052（789）5805

E-mail
soudan@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

住所
　〒464-8601　名古屋市千種区不老町

名古屋大学学生支援本部
ホームページ
https://www.gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

学生支援棟  1F

学生支援棟  2F 学生支援棟  3F
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学生支援本部スタッフ一覧
� （2025年7月1日現在）

学生支援本部スタッフ
本 部 長　佐久間淳一（副総長、学生支援担当）
副本部長　鈴木健一

学生相談センター
カウンセリング部門	 教授（承）鈴木健一★　　准教授（承）杉岡正典　　助教 林陽子
教育連携室	 学術主任専門職 松本寿弥☆　　学術専門職 織田万美子
	 学術専門職 藤田真紀子　　学術専門職 伊藤未青
	 相談員 菅川明子
メンタルヘルス支援部門	 准教授 古橋忠晃　　助教 長島渉　　助教 横井綾
共修推進部門（兼任）	 特任准教授 高木ひとみ　　准教授 小川しおり　　特任講師 和田尚子
	 学術専門職 深谷麻未

キャリアサポートセンター
就職支援部門（兼任）		  教授（承）土井康裕★

就職キャリア相談部門		  准教授 船津静代☆　　助教 竹本美穂
博士人材キャリア育成部門（兼任）	 特任准教授 森典華
国際キャリア支援部門		  学術専門職 上村奈月美　　学術専門職 Byambasuren Enkhgerel
		  相談員 長尾あすか

アビリティ支援センター
修学支援部門	 准教授（承）工藤晋平★　　相談員 山木照子
ライフデザイン支援部門	 障害者支援専門職 井手原千恵

非常勤カウンセラー
学生相談センター
　カウンセリング部門	 小山恵　　山本玲奈　　占詩苑

キャリアサポートセンター
　就職キャリア相談部門	 栗原りえ

総合受付		  大江美希
アビリティ支援センター受付	 美濃屋梓
カウンセリング部門受付		  鬼頭美典

 ★　センター長
 ☆　副センター長・室長
（承）承継枠教員ポスト




